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ニトロセルローズ 

 
１．ニトロセルローズ史 
 セルロイドの主成分はニトロセルローズだ。これは綿（セルローズ）と硝酸を反応させ
て作る。ニトロセルローズにかかわる発明の歴史を調べ、表 1 のようにまとめてみた（１）。
表では時代の流れを⽰す必要があるため年号を⽰しているが⽂献によって微妙に異なる。
発明は試験管の中で実現した現象が様々な⼯夫を経て世に出る。どの時点を「発明」とす
るかはのちの歴史家によって判断が異なるからやむを得ない。 

表１ ニトロセルローズ関連発明年表 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．セルロイドの先輩たち 
 表１を⾒るとニトロセルローズの合成が成功したのち 20 年くらい経ったとき、有機溶剤
に溶かした粘稠な液体「コロジオン」が世に出てきた。コロジオンは溶剤が蒸発すると固
まる。コロジオンは「にかわ」に由来する命名なので、接着に使われていたことがわかる。
後に写真原板に⽤いられたがコロジオンが感光性を持っていたわけではない。感光剤はコ
ロジオンに混ぜられていた。 

ニトロセルローズは⽕薬としても使われた。綿状をしているため「綿⽕薬」と呼ばれた。
また、爆発時に煙が出ないので「無煙⽕薬」とも⾔われる。それ以前の⽕薬は古代中国か
ら使われ続けていた⿊⾊⽕薬で、硝⽯、硫⻩、粉炭を混合したものだ。爆発時に未反応の
炭素が舞い上がり、周囲が⾒えなくなってしまい不便だった。綿⽕薬は今でも使われてい
る。ウクライナ戦争ではロシアが中国産のくず綿（リンターと⾔う）を買い付けているこ
とが報道されている（２）。 

 

発明者 国 旧材料
1832 ニトロセルローズ ブラコノー 仏
1851 コロジオン フレデリック 英 にかわ
1845 綿⽕薬 シェーンバイン スイス ⿊⾊⽕薬
1883 ⼈造⽪⾰ ファブリコイド社 ⽶ 動物⽪⾰
1884 ⼈絹 シャルドンネ 仏 絹
1868 セルロイド ハイヤット ⽶ （象⽛）
1893 映画、レコード エジソン ⽶
1919 ラッカー デュポン社 ⽶ 天然樹脂

件名



次に⼈造⽪⾰が登場した。コロジオンを布地に塗り付け乾燥させたものだ。⼈造⽪⾰は
２つの⽅向に発展した。第⼀は製本だ。⾼級な本は本⽪を使って製本されていたが、これ
を代替した。その後、機能性指向され織物中⼼の素材に改良されてきた。これを使った装
丁法が「クロス装」で現在も広く使われている。製紙技術、印刷技術の進化発展とともに
⼤量出版時代の実現に貢献した。なお、コロジオン製の⼈造⽪⾰はカメラの蛇腹にも使わ
れた。 

⼈造⽪⾰のもう⼀つの展開は被服・⽇⽤品分野で⾏われた。⽕薬メーカーだった
DuPont 社が⼈造⽪⾰メーカー、Fabrikoid 社を買収し⼈造⽪⾰製造に乗り出した。⽯油化
学の時代になり使⽤材料が多様化し、製造技術の開発も⾏われ天然⽪⾰より⾼性能で使い
やすいものも出ている。これらは「布に塗るだけ」の古いタイプと区別するため「合成⽪
⾰」と⾔われている。 

次いで繊維が登場した。ここには錬⾦術に匹敵する⻑い歴史がある。「絹」は希少性が
⾼いため⼈⼯的に作ることが古くから検討されていた。カイコは桑を⾷べて絹を吐く。解
剖学的な知⾒から絹⽷の原料はカイコ体内では液状をしていることが分かった。この液体
がカイコの細い⼝から吐き出されると美しい⽷になる。 

そこで①桑の⽊を薬剤処理して液化する、②これを細孔から押し出して固めて⽷状にす
る、ことをいろんな⼈が挑戦した。桑の⽊の主成分は炭素⽔化物であり、絹はタンパク質
だからかなり短絡した発想だが当時はそんなことはわからなかった。 

彼らはコロジオンを「⽊材成分を液化したもの」と解し、細孔から押し出し、固化し⽷
にすることが各所で試みられた。激しい開発競争を勝ち抜いたのはフランス⼈、シャルド
ンネだった。この⽷はシャルドンネ⼈絹と称され、光沢があり美しかったので⾼く評価さ
れ、急速に普及した。しかし燃えやすいという難点があり、あとから登場するビスコース
法、銅アンモニア法⼈絹などに置き換わってしまった。 

 
３．セルロイド登場                 図１ こぼれたコロジオン 
 セルロイドの発明者 Hyatt は印刷⼯だった。 
彼はコロジオンを印刷インキの添加剤（粘度調整、 
密着性確保など）として使っていたようだ。 

ある朝、⼯場に出勤すると机上のガラスビンが 
倒れコロジオン液がこぼれて固まっているのを⾒ 
つけた（図１）（３）。これをみて当時懸賞募集され 
ていた「象⽛製ビリヤードボールの代替品」に応 
募することを思いついた。有名なセルロイド誕⽣伝 
説だ。 
 Hyatt が⽴派なことはセルロイドにビリヤード 
ボールを超えた⾼い可能性を⾒抜いたことだ。⼊れ⻭、楽器鍵盤などの開発もしている。

 



彼は特にニトロセルローズの「熱可塑性」に注⽬した。セルローズに硝酸を反応させると
溶剤可溶になるほか、⾼温になると融解するようにもなる。溶融させたニトロセルローズ
を⾦型に⼊れて冷やせば製品を作ることができる。この⽅法を使えば溶剤が不要になるう
え、固まるときの体積変化も⼩さい。 

溶融させたときの流動特性を改良するのが可塑剤だ。可塑剤には医薬品、芳⾹剤、防⾍
剤などに使われていた樟脳が使われた。同じ時期に発明された映画や円筒式蓄⾳機でもセ
ルロイドの登場で急発展を遂げた。 
 ⽕薬から出発した DuPont 社は低粘度コロジオンを塗料として売り出した。安価なこと
と速乾性だったことから、このあと迎える⾃動⾞の量産化に⼤いに貢献した。錆びやすい
鉄で船が作ることができるのも⾼性能塗料のおかげだ。 
 
４．ニトロセルローズは近代産業の起点 
 これまで⾒てきたように、ニトロセルローズは多くの産業を⽣んだ。⽕薬は扱いやすく
改良され、鉱⼭や⼟⽊⼯事に使われるようになった。これを成し遂げた Novel はノーベル
賞を制定し、⽂化・科学振興、世界平和推進に貢献している。塗料は⾃動⾞・船舶にはな
くてはならない材料だ。時代が下って登場したエアバックも⽕薬を利⽤した製品だ。シャ
ルドンネ伯爵が創始した⼈造絹⽷は製法、素材を代え繊維産業、ファッション産業を⽣ん
だ。電気機器の発明王、エジソンは世に出たばかりのセルロイドを活⽤して映画や蓄⾳機
を事業化した。彼の諸発明が電気産業の起点であり、それがやがて情報化社会誕⽣につな
がることはご存じの通りだ。 
 Hyatt が創始したセルロイドは加熱/冷却操作を基本とする成形法は精緻化・多様化が進
みプラスチック加⼯体系を構築した。出発原料を⽯油に変え⽯油化学産業を⽣み出した。   

このように⾒ていくとニトロセルローズ多くの分野で近代産業を⽣んだことを改めて感
じる。ニトロセルローズは天然物であるセルローズを化学的に改変して様々な機能を付与
した。これが合成化学の扉を開け、狩猟採取の時代から⼯業の時代に移⾏するきっかけを
作ったとも解することができる。 

ニトロセルローズの近代化への寄与を図２に整理してみた。 
     
 
 
       
 
 
 
 
 

 

 図２ ニトロセルローズは近代産業の起点 
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